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2026 年 12 月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 
 

2026 年２月 10 日に公表しました、2026 年 12 月期第２四半期（中間期）（2026 年１月１日～ 

2026 年６月 30 日）の連結業績予想値と実績値との差異が生じましたので、下記の通りお知らせいた
します。 

 
記  

 
１．2026 年 12 月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値の差異 

                               （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する中間純利益 
１株当たり 
中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ５８,０００ ７００ ８００ ３００ １１円６４銭 

実 績 値 （Ｂ） ５９,４１０ ２９７ ４５８ △７４ △２円８９銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） １,４１０ △４０２ △３４１ △３７４ － 

増 減 率（％） ２．４ △５７．５ △４２．７ ― － 

（ご参考）前第２四半期実績 

（2025 年 12 月期第２四半期） 
５６,６８６ １,２０２ １,７０６  ８３６ ３２円４６銭 

 
２．差異の理由  

当第２四半期（中間期）連結累計期間の売上高は、概ね予想どおりとなりました。 

一方、利益面では、飲料事業において、新設した天然水ボトリング工場の稼働に際し、「品質の確保」に

万全を期すとともに、「出荷能力の拡大」に向けた体制整備を並行して進めたことから、販売額が当初計画

を下回り、製造原価及び関連費用が吸収できませんでした。また、洋菓子事業においては、消費者の節約

志向の高まりにより既存店客数が低迷したことから売上総利益が計画を下回りました。これらの影響により、

営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する中間純利益は、いずれも当初予想を下回る結果となりまし

た。 

セグメント別では、飲料事業における新工場立ち上げに伴う一時的なコスト増加が利益押し下げの主因と

なり、加えて洋菓子事業における既存店客数の減少が利益減少要因となりました。一方、菓子事業は概ね

計画どおりに推移しております。 



なお、通期の連結業績につきましては、飲料事業では６月以降、出荷量が想定を上回って推移しており、

最盛期である夏場に向けた生産・供給体制も整っております。また、洋菓子事業では、お買い求めやすい

価格帯商品の投入や新業態店舗の積極的な出店等の効果により、客数は６月以降回復基調にあります。さ

らに、菓子事業においても新しい販路への取引が決定するなど第３四半期以降は順調な売上推移を見込

んでいることやチョコレート原料等の価格が落ち着くことで、予想以上の収益の改善を見込んでおります。 

以上により 2026 年２月 10 日に公表いたしました 2026 年 12 月期通期連結業績予想に変更はありません。 

 

以   上  


